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◆二酸化炭素排出量の削減のため、100％再生
可能エネルギーの電力調達を！（答）地球温暖
化防止に有効な手段の一つだが、小売電気事業
者数や電力調達にかかる財政支出の比較、災害
時を含めた電力の安定供給等、確認すべき事項
がある（問）既に取り組んでいる自治体がある。
調査検討を求める◆高齢・障がい福祉について、
事業者から「感染症対策の研修や情報交換の場
の設定、課題解決に向けた調整」等の要望があ
る。対応は？（答）施設職員を対象に感染症対

策の研修を行った。少しでも安心してサービス
提供していただけるような支援を行う。コロナ
禍を乗り切るため、事業者との連携をしっかり
行う（問）コロナ禍における人材確保について
は？（答）新たな手法や切り口を検討し、次期
計画に位置づけたい（問）次世代を担う若い世
代にも福祉の仕事を身近に感じてもらえるアプ
ローチを！（答）大事な視点と考える。何がで
きるか考えたい◆医療的ケアが必要な児童への
切れ目のない支援について協議が始まる。保育

現場の状況は？（答）看護師などスタッフの確
保や、安全や衛生面から一定のスペースが必要。
（問）医療的ケア児について理解促進を！（答）
対応する職員が知識や技術を身につける研修は
必要。理解を深める取組は、保健、医療、教育
等との連携も必要なことから関係課とも検討を
進めたい◆介護従事者を中心にＰＣＲ検査の拡
充を！（答）都に対象拡大を要望している。

100％再生可能エネルギーの電力導入を！
無会派（国分寺・生活者ネットワーク）

高瀬　かおる

１、コロナ禍における子どものメンタルケアを

問）外出自粛による在宅疲れや、例年と異なる

学校生活を送った子ども達の小さな変化を見逃

さず慎重な対応を。又コロナ禍で始まったオン

ライン学習は登校困難な場合でも教員とつなが

れ不登校の子ども達にも有効と。一人も置き去

りにしない心の通ったＩＣＴ教育の推進を。

市）コロナ対応をしつつ丁寧に見守っていく。

又ＩＣＴ教育は理解度に応じて着実に推進する。

2、遺族の諸申請手続のワンストップ化を

問）家族を亡くした心労の中、申請手続きは複

雑で難しいとの声。専用窓口の設置を提案する。

市）遺族に寄り添った対応と思うが現庁舎は狭

隘な為関係各課と連携し先進事例を研究したい。

3、がん患者の医療的補整具購入費用助成を

問）がん治療は高額な医療費負担と治療効果が

高い反面外見に関わる副作用も。ウィッグや胸

部補整具等の購入費用助成を検討出来ないか。

市）治療と就労、社会参加等との両立を応援す

る支援策として先進自治体を参考に研究したい。

4、コロナ禍での高齢者支援について

問）感染防止の視点から高齢者への訪問接触が

不可能等との課題がある中、現場の方々が様々

な工夫をされている。記憶が新しいうちにデー

タベース化し今後の対応に活かす取り組みを。

市）情報や課題を蓄積・共有し、有事の対応の

在り方について今後の支援活動に活かしたい。

その他）一人住まい高齢者の終活相談体制を。

遺族申請手続のワンストップ化で負担軽減を 公明党

高橋　りょう子

電子図書館・電子書籍貸出サービスについて

丸山）新型コロナウイルス感染症の影響で図書

館利用率が低下している。こうした中、全国的

に電子書籍導入が進んでおり、7月1日現在、

100の自治体が実施している。電子書籍につい

てその有効性をどう認識しているか。

教育部長）電子書籍は保管場所が不要・劣化が

ない等の管理面のメリットに加え仕事や身体的

理由で来館が困難な方にとって有効な手段であ

り、感染拡大を防ぐためにも有益と考える。

丸山）市として有効性を認識していると理解。

今後秋冬と乾燥する時期を控え流行拡大も懸念

される。国も地方創生臨時交付金の活用例とし

て電子書籍を挙げており、今が導入すべき時で

ある。市に早急な導入を求めるがどうか。

教育部長）安心して利用出来るサービスであり

今後費用対効果等を検証・研究して参る。

高齢者見守りサービスについて

丸山）昨年の一般質問で水道メーター等生活機

器の変動有無で安否を確認するシステム構築を

求めた。そのニーズは昨年以上に高まっている

と考えるが、市の認識と検討状況を問う。

福祉部長）これから進めていく高齢者保健福祉

計画策定作業の中で民間サービスを含めた高齢

者見守りについて具体的に検討していきたい。

丸山）今後また移動自粛もありうる。本人、家

族の安心安全のため前向きな検討を求める。

その他：健康推進、泉町交差点につき質問。

コロナに負けない！新たな視点と取組みを。 自由民主党市議団

丸山　哲平

１）豪雨対策について

尾作）昨年の台風19号の記憶も新しい。今年既

に集中的豪雨が記録されている、現状を伺う。

市）6月に20分で40ミリの降雨があり特殊な状

況であったが道路冠水、住宅4件に被害がでた。

尾作）この場所は豪雨による被害が常に想定で

き、この対応ができれば、想定される豪雨被害

の対応が整う。今後の対応を伺う。

市）ここは流域下水道に接続しているが一時的

に下水が滞留しやすく対応が難しい。又、河川

整備用地なので都へ状況を報告し要望書を提出。

2）野川整備について

尾作）市内の野川を残しほぼ完了したと認識し

ている。市の対応は？（市）強く要望を継続。

尾作）護岸の老朽化について都と見解が異なる。

劣化を数値化して示し要望することを求める。

3）旧西東京警察病院跡地の活用について

現状、面積は国分寺市が22，423平米。警視庁の所

管で管理。具体的な活用方法は決定していない。

尾作）市としての跡地利用の考えは如何か？

市）昨年、市長が都知事と意見交換した際に介

護老人保健施設、国分寺警察署の設置、ドッグ

ランを含む公園緑地の設置、活用を要望した。

尾作）面積を有効利用できる施設設置を求める。

市）行政課題の解決、市民の利便の向上に資す

る活用ができるよう引き続き都に要望する。

4）コロナ禍での在宅療養者への対応について

療養者、介護者、事業者へ対応、支援を求める。

長期的視野をもったまちづくりを推進
自由民主党市議団

尾作　義明

新海）9月までの市内と市役所内の感染状況は。

健康部長）9月1日時点の市内での感染者数は

76名、市役所では5例の発生があります。

新海）保健所が極めて多忙で手が回らないこと

を考慮して、市独自での対策は考えているか。

健康部長）職員が感染した場合、まず保健所の

疫学調査に協力、同時に市独自での健康観察対

象者に設定して自宅待機など自粛要請している。

新海）子どもや高齢者、障害者等付き添いが必

要な患者が出た場合、患者と保護者が共に入れ

る施設が無いことから旧警察病院跡地に専用病

床設置の要請を都と国に出すことを提案したい。

政策部長）これまで市が都に要請している内容

とは異なるため一旦受け止めさせて頂きます。

新海）先日本多児童館の街路灯はじめ5基の取

換えが完了したが、以前東京電力が架線を切っ

たままの街路灯がある。この接続を要請したい。

建設環境部長）現地を確認した。場所的にも防

犯上危険なので東京電力に対応を要望する。

新海）本多五丁目のわかば公園の遊具が壊れて

長期間放置されている。早期対応を願いたい。

建設環境部長）交換する遊具は発注済み、複数

の遊具を組み合わせる複合遊具で同じ物が無い

ため、またコロナの影響で完成は11月頃になる。

新海）本多八幡神社のお御輿が完成から200年

になる。国分寺市の文化財に指定できないか。

教育部長）極めて古いことを確認している。研

究調査の上文化財の指定に向けて準備を進める。

コロナ病床として旧警察病院跡地の活用を 自由民主党市議団

新海　栄一


